
 
 

 

  

 
 
 
 
 

平成２２年４⽉ 

社会福祉法人 高崎市社会福祉協議会 

ふふれれああいい・・いいききいいききササロロンンのの効効果果

〜群馬県高崎市の実践から〜 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
は じ め に 

 
 

ふれあい・いきいきサロンは、全国各地で先駆け的にはじまっていた地域住民によ

る居場所づくりの活動を、社協活動として全国社会福祉協議会が平成６年に全国的に

呼びかけたことからはじまります。 
高崎市社会福祉協議会では、平成１４年度に地区社会福祉協議会や民生委員児童委

員協議会にふれあい・いきいきサロン（高齢者サロン）の開設を呼びかけ、同時に助

成事業を実施し普及を進めてきました。その結果、サロン開設数は順調に伸び続け、

平成２１年度末には２０１ヶ所の高齢者サロンが開設されています。 
 サロン活動は、高齢者の孤立感や孤独感の解消、介護予防など様々な効果があると

言われていますが、どれだけの効果があるか明確に実証されている資料はほとんどあ

りません。 
 今回、高崎市社会福祉協議会では、これまでの取り組みから得られた効果や、抱え

ている課題、継続性を探り、今後のサロン活動の推進に活かしていくことを目的にア

ンケート調査を実施しました。本調査の特徴は、参加者１人１人にサロンに参加して

感じたことや変わったことを回答してもらい、ふれあい・いきいきサロンの効果を具

体的に証明しようという試みです。また、このアンケート調査結果をもとにこれから

のサロン活動の指針が図れればと考えています。サロン運営関係者の皆様には、本調

査結果をご参照いただき、サロン活動へのより一層のご支援とご協力をお願い申し上

げます。 
 最後に、アンケート調査にご協力いただきましたサロン運営者や参加者の皆様に心

から深く感謝を申し上げます。 
 

平成２２年４月 

 

社会福祉法人高崎市社会福祉協議会   

会  長   中  島  英  明   
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１．アンケート調査の概要 
 
名  称  平成２１年度高崎市ふれあい・いきいきサロンアンケート調査 
 
目  的  高崎市社会福祉協議会が推進しているふれあい・いきいきサロンについて、これま

での取り組みから得られた効果や、抱えている課題、継続性をアンケート調査によ

り探り、検証し、今後の活動に活かしていく。 
 
調査主体  高崎市社会福祉協議会 
 
依 頼 先  高崎市社会福祉協議会が助成する高齢者サロンの内５０％を本所・支所単位で無作

為抽出する。 
       旧高崎地域…６４ヶ所 
       倉渕地区………１ヶ所 
       箕郷地区………９ヶ所 
       群馬地区……１１ヶ所 
       新町地区………５ヶ所 
       榛名地区………４ヶ所 
       吉井地区………２ヶ所 
       合  計……９６ヶ所 
   
調査時点  平成２１年１２月１日 
 
送付方法  メール便（旧高崎地区・榛名地区） 

支所から手渡し（倉渕地区・箕郷地区・群馬地区・新町地区・吉井地区） 
 
送付内容  依頼文 

代表者・運営関係者用アンケート用紙×１枚 
      参加者用アンケート用紙×３０枚 足りないサロンは増やす。 
 
回収方法  返信用封筒（旧高崎地区・榛名地区） 

支所に持参してもらう（倉渕地区・箕郷地区・群馬地区・新町地区・吉井地区） 
 
回収期日  平成２２年２月２６日（金） 
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調査方法  代表者・運営関係者用アンケート用紙は、各サロンの代表者又は担い手１名に記入

してもらう。 
      参加者用アンケート用紙は、サロン参加者全員に渡してもらい記入してもらう。 

調査票が足りない場合は、追加で送付する。 
 

集計方法  高崎市社会福祉協議会ふれあい・いきいきサロンプロジェクトチームのメンバーが

分担して実施する。 
 
分  析  高崎市社会福祉協議会ふれあい・いきいきサロンプロジェクトチームが、集計結果

を分析する。 
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２．アンケート調査の結果 

①回答率について 

 回答率  ９２．７％（９６ヶ所のサロンに依頼し、８９ヶ所のサロンから回答があった。） 
回答数  代表者・運営関係者用 ８９件    参加者用 １８１１件 

 

②代表者・運営者用アンケートについて 

１．サロンの開催頻度について 
８２％のサロンが月１回の実施となっている。 
 

 

 
 
２．サロンの活動曜日について 
  水曜日に活動しているサロンが約２６％と一番多い。水曜日以外の平日は大きな差はない。土日

に活動しているサロンも約５％ある。 
 

 

月１回くらい 月２回くらい 週１回くらい 月１回未満 無回答

回答数 73 9 3 2 2
構成比 82.0% 10.1% 3.4% 2.2% 2.2%
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構成比 13.5% 16.9% 25.8% 16.9% 12.4% 3.4% 1.1% 7.9% 2.2%
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３．サロンの活動時間帯について 
  午前中だけが約６６％と一番多い。夜間に活動しているサロンも１ヶ所ある。 
 

 
 

 

４．参加者の人数について 
  １回の参加者数は、２０人が約２１％と最も多い。 

５人ずつ分類すると、２０～２４人が約２６％と最も多く、１０～１４人が約２３％、１５人～

１９人が１８％と続く。 
 

 
  ※構成比は紙面の都合により、表示していない。 
 
 

午前だ

け

午後だ

け

午前か

ら午後
夕方 夜間

特に決

まってい

ない

無回答

回答数 59 15 10 0 1 3 1
構成比 66.3% 16.9% 11.2% 0.0% 1.1% 3.4% 1.1%
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５．運営者の人数について 
  １回の開催に携わる運営関係者の人数は、５人が約１７％と最も多く、４人の約１６％、３人の

約１１％と続く。 
 

 

  ※構成比は紙面の都合により、表示していない。４２人の回答は誤りだと思われる。 
 

 

６．サロン開設時と比べて参加者数はどう変化していますか？について 
  ほとんど変化なしが約４３％で１位ではあるが、約４０％のサロンでは参加者が増加している。 
 

 

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人 8人 9人 10
人

11
人

12
人

13
人

14
人

15
人

20
人

42
人

無

回

答

サロン数 2 7 10 14 15 5 5 5 3 9 1 1 1 2 2 1 1 5
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回答数 36 39 12 2
構成比 40.4% 43.8% 13.5% 2.2%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%
50.0%

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45



 
 

- 6 - 
 

７．参加者の性別構成について 
  約９６％が女性が多い・女性のみとなっている。男性の参加はかなり少ない。 
 

 
 

 

８．認知症と思われる参加者はいますか？について 
  いないが約６９％であるが、約２５％のサロンでは認知症と思われる参加者がいる。 
 

 

 
 
 

女性のみ

18%

女性が多い

79%

男性・女性ともほ

ぼ同数

2%

男性が多い

1%
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0%

いる いない わからない 無回答

回答数 23 61 5 0
構成比 25.8% 68.5% 5.6% 0.0%
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９．サロンの運営費（収入）について 
お金がないという声をよく聞くが、運営費が足りず満足いく活動ができないというサロンは約１

４％に留まっている。 
 

 
 
 

１０．サロンの収入について（複数回答） 
市社協助成金以外にも収入源を確保しているサロンが多い。約５６％のサロンは町内会から助成

を受けている。３６％のサロンは参加者から会費をとっている。 
 

 

運営費に余

裕がある
丁度良い

なんとかやり

繰りができて

いる

運営費は足り

ていない（今

の運営費で

は満足いく活

動ができな

い）

その他 無回答

回答数 1 11 61 13 3 0
構成比 1.1% 12.4% 68.5% 14.6% 3.4% 0.0%
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回答数 89 32 50 39 12 10
構成比 100.0% 36.0% 56.2% 43.8% 13.5% 11.2%
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１１．サロンの支出について（複数回答） 
  上位を、お茶菓子・保険料・食材費、事務用品が占める。 
 

 
 
 
１２．評判の良いプログラムについて（複数回答）※表の並び順を変えています 
  高崎市長寿社会課の派遣事業が約７５％で第１位となっている。その後、おしゃべり・健康体操・

お茶のみと続く。 
 

 
※表の並び順を見やすいように変えている 

お茶菓

子

食材

費

保険

料

会場

費

印刷

費

備品

購入

事務

用品
謝金 その他

無回

答

回答数 79 44 70 13 37 37 46 22 22 1
構成比 88.8% 49.4% 78.7% 14.6% 41.6% 41.6% 51.7% 24.7% 24.7% 1.1%
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回答数 67 65 60 56 45 45 44 38 36 28 25 16 12 7
構成比 75.3% 73.0% 67.4% 62.9% 50.6% 50.6% 49.4% 42.7% 40.4% 31.5% 28.1% 18.0% 13.5% 7.9%
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１３．もっとたくさんの人に参加してもらうために必要だと思うものについて（複数回答） 
  第１位は新しいプログラム、第２位は会場設備の拡充、第３位は送迎となっている。２７％のサ

ロンは送迎の必要性を感じている。 
 

 
 
 
１４．現在の状況について（複数回答） 
  参加者が増えると運営しにくいが約４５％で第１位、参加者からの負担金はもらえないが約４

４％で第２位となっている。サロンをやめたいと思っているサロンは１つもなかった。 
 

 

送迎
もっと広

い会場

会場設備

の拡充

（いす、台

所等）

参加条件

（年齢制

限等）の

緩和

ボラン

ティアの

増加

新しいプ

ログラム
その他 無回答

回答数 24 16 32 12 17 41 19 8
構成比 27.0% 18.0% 36.0% 13.5% 19.1% 46.1% 21.3% 9.0%
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隣の地域

にもサロン

があると助

かる

同じ町内

の人しか

参加できな

くなってい

る

運営費は

十分でな

いが、参加

者からの

負担金は

もらえない

参加者か

ら送迎を頼

まれている

（送迎をし

てあげた

い人がい

る）

サロンの

内容に行

き詰ってい

る

サロンをや

めたいと

思っている

無回答

回答数 40 1 19 39 18 20 0 15
構成比 44.9% 1.1% 21.3% 43.8% 20.2% 22.5% 0.0% 16.9%
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１５．１０年後、サロンが活発に活動しているために必要だと思うもの・こと（自由記述） 
 
○あまり無理しないこと。皆さんの意見をとりいれること。全員の方が参加出来ること（手芸などで

きない人がいると困ることがある） 

○地域の人とのつながり（誘い合って参加してもらうため） 

○男性の参加もできる状況にしたい。いきいきサロンは高年齢の方の参加だと思っている人が多く、

少し若い人は誘ってももう少し先になってから参加したいとの考えの人が多い 

○市の派遣事業等も内容は限られていますので、新しくメニューの開拓が必要だと思います。 

○参加者と同じ目線になって活動してゆく姿勢が大切ではないか。新しいスタッフに交代した際に研

修をやってほしい 

○町内の助成金も必要だが、町内の役員さんが参加し、ボランティアとして民生の手伝いをしてほし

い。男性の参加がほしい（男性の出席者が増えるのでは） 

○担い手の後継者 

○私は今６０代の半ばですが、地域の若い世代の人が進んでサロンのボランティアをしたり、又、次

の世代の人も自然体で協力してもらえたらいいなと思います。サロンが各町内の高齢者の集いの場

所として是非必要だと思います。 

○ボランティア増員を図る（登録）、会場が狭い（会場設備の拡充）、椅子の購入（椅子がないので椅

子を使っての軽体操ができない）現在は工夫して軽体操はしているが活発な活動を推進するのであ

ればサロンに早急に整備すべきと思う。高齢者の軽運動は健康維持にはかかせないと思う。 

○健康づくりサロンなので参加者１人ひとりが健康は自分で作るものと認識してくれれば続くと思い

ます。 

○高崎市の指導者が多くなると良いと思います 

○サロン運営に携わる人の育成。各団体への広報活動。安定した運営費の確保。サロンの単位の細分

化。１サロン１０～２０人程度でボランティア３～５人で運営する。ただ会場の確保が難しいかも。 

○補助金を増額して頂きたい。ボランティアの増加等 

○政治や経済、身近な事をわかりやすく運動してから話すことが大切だと思います。特に行政の指導

及びやさしさが大切です。どんなことにも耳をかたむけることです。 

○代表者の欠席の場合でも、会場がスムーズに始まる様な体制になればと常に希望しています。（否の

条件）＝地域に恵まれている、老齢グループである、自主性に欠けている、良いリーダーが欲しい、

未だ不慣れな点で自身がない 

○私は現在８４才サロンが出来る前５年間会費３００円位で今と同じ様な事をしてきましたが、１０

年といわず２～３年で次に渡したいと思って居ります。皆さんはとても喜んで集まって来て居りま

す。車に乗れないのが残念です。 

○現在で４分の１が老人、１０年後は２分の１に近い状況も予想され、高齢を重ねる中での自立は今

以上に高まることが予想される。今後ギブアンドテイク意識が高まることを期待している。 

○永続的に助成金をいただきたいと思います。サロンも永く続けます。ねたきりにならないために頑

張っています。年１回の日帰り遠出に自己負担が多いので、もう少しいただけたらと思います。 
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○地域全体で健康の意識度を高め隣人や若い人たちの交流を密にし、おたがいを理解しあっていく。

たがいに心によりそってあげられる心のキャッチボールをしていければと思う。 

健康で長生き（身も心も）は誰もが年を取ると感心がある。このことを念頭において企画立案して

いる。社協で新しいプログラム（芸の登録制、歌、踊りなどのメニュー）用意してほしい 

○助成金の充実 

○男性の参加が少ないので、行事内容に男性の興味のあるもの。男性のボランティアがほしい。 

○民生委員のみならず、ボランティア、区長等、長寿会、町内の力が必要だと思います。いろいろな

試みが（介護予防サポーター等）なされているが、それぞれの活動も大事ですがこの先１つにまと

まって協力しあう必要があると思います。 

○そんな先のことは尚更わからない。生死もわからない。 

○明るく楽しい運営スタッフは喜ばれます。内容もカリキュラムを作って年間計画をしっかり立てた

処、準備等の負担が軽くなると予定が順調にこなせる。今から土台をつくる為実行しています。何

年先でも一部変更すれば使えます。 

○先に立って、運営してくれる人がいなくなる 

○健康運動指導を多くしたい。軽い運動の後にお茶、話し 

○運営費、会場設備の拡充（テレビ、カラオケ）、担い手 

○区長、民生さんと知恵を出して考えること 

○足が悪く送迎すれば出席したいと言われるが、自分は良いのですが上から事故が発生したら保障出

来るのかといわれ何か良い案があれば出席したい人を出席させてやりたい。一人暮らしと限定して

いるので妻帯者の方も参加を希望するが手がなくボランティアの手助けがあればと思う。（前にボラ

ンティアの方もいたが、私が私がで疲れた。やはり人の事を思う事のできるボランティアの方がい

れば） 

○市の出前講座の充実、教員・看護師・医者等専門分野からのアドバイスをいただきたい。 

○新しいレクリエーションのやり方を多く学びたい。世代交代がスムーズにでき、敬老会にならない

ようにすること。福祉バスの台数を増やしてほしい。 

○代表者及びボラ関係者の後継の掘り起こしがうまくいけば続くと思う。 

○ボランティアの育成（高齢者とのコミュニケーションがうまくできる人、隣近所とのつきあいがう

まくいく人） 

○戦後生まれの人は相手に世話になる迷惑になる事を嫌うので自立を支援する活動を今以上に増やす

ことが大切だと思います。 

○助成金の増額。参加条件の緩和と担い手の育成（若者に呼び掛け） 

○サロンの意識の徹底と次回が楽しみと思える様なプログラム作り 

○運営費の増額。年齢を６５才から。バスを増車。 

○未知の社会へ出ていける心を持っている者が増えること 

○女性のボランンティア増員。会場設備の拡充（台所、調理具等）。市からの助成金の増額。 

○講師の増員 

○参加年齢を７０歳くらいからにして参加者が自主的に運営していけば、ボランティアの人が少なく

ても運営できると思う。 
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○ボランティアの増加とリーダー等指導者の育成。町内会主導による運営（運営費及び町内役員のボ

ランティアの参加） 

○国・県・市等の行政の一般の支援体制、協力体制。安定した資金援助の拡大 

○年に３回ぐらいお昼に軽食を出せると良いが経費の都合でできないのが残念。年間の印刷費が多額

になるため、地区の公民館で応援して頂けるとありがたい。 

○足腰がだんだん弱くなっていくので足の高い机・イスなどが必要になる。送迎など。運営費の増額 

○男性の参加 

○レクリエーションの講習や参考になる本があれば。現在は色々趣味を持っている人が沢山いると思

うので、一人でも多くの人がサロンの事を知りボランティアに協力してほしい。 

○参加者が毎回楽しく過ごせることは勿論必要であるが、現在当サロンの平均年齢が７０歳であるこ

とを考えると、今から５０代～６０代前半の人達の参加を得ておくことが必要であると思います。 

○考えていない。 

○月１回程度では対象者が受動的になってします。対象者の作品展あるいは筋トレ等回数を増す 

○高齢者が主のため、同居の家族の協力が必要。休日に実施したりしてお孫さんが手を引いて参加、

そんなサロンができるといい。またそうなるよう努めていきたいと考えている。 

○現在のボランティアの人の年齢も７５歳を超える。その後を引き継いでくれる人達の員数が極めて

少ない。ボランティアの人達をどう確保するか。 

○イキイキサロンの参加者はどうしても老人のみになってしまうが、これを活発に活動し継続するた

めには町内に於いてもう少し若い世代（老人予備軍）の組織を育て活発化する必要があると思う。 

○バリアフリーで入室できると良い。送迎する家族の駐車場。靴をはく為の椅子が用意されていると

望ましい。告知方法 

○多くの人にサロンに参加していただくには広い公民館が必要です。内容については市からのアドバ

イスや派遣事業が必要です。生活面を変えるには１カ月に１回のサロンでは少なすぎると思います。 

○指導者後継者の不足、時代の変遷と言うか地域とか人の為とかと言うより自分個人を大切にする気

質の人が多い、どうしたらよいか？ 

○前代表者が他界された為、運営について未知のことが多く困っている。 

○担い手の確保（１人暮らし家庭が増えると手作りの食事は欠かせません） 

○元気で楽しく前向きに生き抜こうと支えあう地域づくり（特に老人間の） 

○派遣講師によりサロン進行（地区サロンの開催日をずらせる、民生委員は運営と多様化する参加者

へのサポート（聞こえが悪い、移動困難） 

○ますます高齢化して民生委員の仕事は増えるばかり。負担が多すぎると民生委員を引き受ける人が

いなくなるのではないかと心配します。また、お年寄りは外部の方に来ていただくことをとても喜

びます。 

○１０年はＯＫ（現スタッフ）５年後に考える（良い人材を見つける） 

○運営委員の熱意、発想の豊かさ 

○参加者が主体性をもって参加できるように努力していきたい。（世話する側と世話される側というの

は望ましくない） 

○若い方のサロンの担い手を増していく事だと思います。 
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○民生委員、区長さんが運営委員に参加いただいている限りサロン活動は存続していることと思って

おります。 

○充分な運営費、新しいプログラムの拡充等必要になると思います。 

○運営費助成の継続（現在、区としての助成なしの為、区長等役職の方々の理解を願っていますので、

まず活動状況を見に来ていただきたい。） 

○女性優先のサロンになりがちである為、男性の方々の参加も希望 

○町内の長寿会の行事へ招待される度、周知宣伝につとめている。又、町の行事の都度集いへの参加

を呼び掛けている。町内の区長会、民生委員、長寿会の共催にし、協力を求め町の事業として発起

したが、この三者が意義を共有し役員の機能的な運営参画を継続していかなければならない。 

○運営関係者の人材確保、あまり力まず仲良くをモットーにする。 

○サロンに参加できる人は他にも何かやっている人が多い。家にひとりでいてあまり外に出ない人は

サロンにも参加しない。あまり外に出ない人に参加してもらうには送迎の件だけでは解決できない

と思う。新しくできた町内なので隣近所の付き合いもあまりないというのも原因の１つではないか。 

○年１・２回位無料のバスで日帰り温泉に行きたい 

○無理に参加をもとめない。会員との交流 

○年間手伝ってくれるサポーターの派遣があれば地域では限られてしまう。サポーターの養成講座を

受けても家庭の事情で出られない人が多いです。本来なら地区の人が良いのですが。 

○現在は５０才後半数人、６０才７０才８０才の方が参加しております。若い方の参加を願っていま

す。処々に参加してくださると思います。末永く続けたいと思います。サロン日は皆様の笑顔が見

えてほっと致します。食事を作り美味しくいただき、その後ゲーム（手作りゲーム）軽い運動、ラ

ジオ体操等で１日を終わりにしています。 

○経費不足で十分な活動は不可能であり助成金等の削減は活動を縮小するしかない。 

サロンの存在を多くの人に知ってもらうこと。協力者が増えること（ボランティア精神のある人）。

気楽に来られること。 

○自主運営、地域全体での取り組み（町づくり）、運営費 

○楽しく意義のある出し物をこれからも工夫していきたい。若い人に実行委員になっていただけるよ

うこれからも声をかけていきたい。みんなが気軽に意見が言える様な雰囲気作りが大切 

○各種資料の提供をしてほしい。現状は自分たちで資料を見つけてきたり近隣（町外）のサロン運営

者より提供してもらったり提供したりで運営している。 

○所帯が現在３３世帯⇒５０世帯に増えてほしい。 

○若い世代の人との交流 

 

 

※自由記述は、記述内容をそのまま掲載している。 
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②参加者用アンケートについて 

１６．年齢について 
参加者の年齢を５歳ずつ分類すると、７５～７９歳が約２７％と最も多く、８０～８４歳の約２

３％、７０～７４歳の約１９％と続く。 
 

 
 

 

１７．性別について 
女性の参加者が７９％、男性の参加者が１７％となっている。問７でも明らかになっているが、

やはり男性の参加が少ない。 

 

 

 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代
６０～

６４歳

６５～

６９歳

７０～

７４歳

７５～

７９歳

８０～

８４歳

８５～

８９歳

９０～

９４歳

９５～

９９歳

無回

答

人数 1 3 1 1 27 62 186 340 481 422 196 41 3 47
構成比 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 1.5% 3.4% 10.3% 18.8% 26.6% 23.3% 10.8% 2.3% 0.2% 2.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

100

200

300

400

500

600

男性

17%

女性

79%

無回答

4%
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１８．家族構成について 
  意外にも子どもと同居が約３９％と最も多く、次にひとり暮らしの約２９％、夫婦ふたりの約２

７％と続く。サロンによってはひとり暮らしのみと限定しているサロンもあるようだが、参加者

にも様々な形態があるようである。 
 

 
 
 
１９．介護保険の認定をうけていますか？ 
  約８３％とほとんどの参加者は介護認定を受けていない。しかし、要支援２～要介護３の認定を

うけている参加者も数名いる。 
 

 
 

ひとり暮ら

し
夫婦ふたり

子どもと同

居
親と同居 その他 無回答

回答数 517 483 700 27 44 40
構成比 28.5% 26.7% 38.7% 1.5% 2.4% 2.2%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%

0
100
200
300
400
500
600
700
800

受け

てい

ない

要支

援１

要支

援２

要介

護１

要介

護２

要介

護３

要介

護４

要介

護５

介護

度が

わか

らな

い

介護

保険

を知

らな

い

無回

答

回答数 1490 32 49 40 17 4 0 0 15 12 152

構成比 82.3% 1.8% 2.7% 2.2% 0.9% 0.2% 0.0% 0.0% 0.8% 0.7% 8.4%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600



 
 

- 16 - 
 

２０．サロン会場への距離について 
  約７６％の参加者は近いと感じている。第２位の少し遠いと感じている参加者は、約１６％とだ

いぶ少なくなる。 
 

 
 
 
２１．サロン会場までどのように来ていますか？ 
  ひとりで歩いて来ているが約５９％と最も多く、自転車で来ているも１６％だが第２位である。

参加者同士誘いあって来ているは１０％だが第３位となっている。 
 

 
 

近い 少し遠い とても遠い
なんとも思わ

ない
無回答

回答数 1378 283 18 84 48
構成比 76.1% 15.6% 1.0% 4.6% 2.7%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

0
200
400
600
800

1000
1200
1400
1600

ひとり

で歩い

て来て

いる

自転車

で来て

いる

自分の

自動車

で来て

いる

家族と

一緒に

歩いて

来てい

る

家族が

自動車

で送迎

してく

れる

参加者

同士誘

いあっ

て来て

いる

参加者

の自動

車に乗

り合わ

せて来

ている

民生委

員やボ

ラン

ティア

と一緒

に歩い

て来て

いる

民生委

員やボ

ラン

ティア

が自動

車で送

迎して

くれる

無回答

回答数 1074 290 114 13 26 182 24 3 9 76
構成比 59.3% 16.0% 6.3% 0.7% 1.4% 10.0% 1.3% 0.2% 0.5% 4.2%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

0
200
400
600
800

1000
1200
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２２．サロンに参加してどのくらいの期間になりますか？ 
  サロンの開設年にもよるが、１年～２年が約２６％と最も多く、１年未満が約２４％、５年以上

が約１６％と続く。 
 

 
 
 
２３．サロン参加費（会費）の負担について 
  運営に必要な参加費は負担しても構わないが約４８％と最も多く、低額なら負担しても構わない

が約２４％、外出行事なら負担しても構わないが約１３％と続く。外出行事など必要な経費は負

担しても構わないと思っている人は、約８６％になる。 
 

 

１年未満
１年～２

年の間

２年～３

年の間

３年～４

年の間

４年～５

年の間
５年以上 無回答

回答数 440 467 288 170 121 284 41
構成比 24.3% 25.8% 15.9% 9.4% 6.7% 15.7% 2.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500

運営に必要

な参加費は

負担しても構

わない

低額なら負

担しても構わ

ない

外出行事な

ら負担しても

構わない

参加費を負

担してまで来

たくない

無回答

回答数 876 439 239 127 130
構成比 48.4% 24.2% 13.2% 7.0% 7.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1000
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２４．サロンに参加して、身体を動かす習慣はできましたか？ 
  約８１％がサロンに参加して身体を動かす習慣ができた。または、少しできたと答えている。 

できたが約５４％と最も多く、少しはできたが約２７％となっている。 
 

 
 
 
２５．サロンに参加して、健康に気をつけるようになりましたか？ 
  約８９％がサロンに参加して健康に気をつけるようになった。または、少しは気をつけるように

なったと答えている。気をつけるようなったが約６８％と最も多く、少しは気をつけるようにな

ったが２０％となっている。 
 

 

 

できた
少しはでき

た
変わらない 無回答

回答数 980 490 265 76
構成比 54.1% 27.1% 14.6% 4.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

0

200

400

600

800

1000

1200

気をつける

ようになっ

た

少しは気を

つけるよう

になった

変わらない 無回答

回答数 1244 363 121 83
構成比 68.7% 20.0% 6.7% 4.6%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
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２６．サロンは認知症（ぼけ）の予防になっていると思いますか？ 
  約９０％がサロンは認知症予防になっている、または、少しはなっていると答えている。 
  なっているが約６９％と最も多く、少しはなっているが２１％となっている。 
 

 

 
 
２７．サロンに参加して、体調は良くなりましたか？ 
  約６８％がサロンに参加して体調が良くなった、または、少し良くなったと答えている。 
  良くなったが約４３％と最も多いが、第２位は変わらないが約２７％となっている。 
 

 
 
 

なっている
少しはなっ

ている

なっていな

い
無回答

回答数 1245 381 90 95
構成比 68.7% 21.0% 5.0% 5.2%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

良くなった
少し良くなっ

た
変わらない 無回答

回答数 774 457 491 89
構成比 42.7% 25.2% 27.1% 4.9%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
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２８．サロンに参加して、病院に行く回数は減りましたか？ 
  変わらないが約５８％と最も多い。減った、または、少しは減ったが約３４％となっており、多

少は医療費の削減にも効果があるのではないか。 
 

 
 
 

２９．サロンに参加して、生活のリズムは良くなりましたか？ 
  約６８％がサロンに参加して生活のリズムが良くなった、または、少し良くなったと答えている。 
  良くなったが約４２％と最も多く、変わらないが約２７％となっている。 
 

 
 
 

減った
少しは減っ

た
変わらない 無回答

回答数 337 285 1053 136
構成比 18.6% 15.7% 58.1% 7.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

200

400

600

800

1000

1200

良くなった
少しは良く

なった
変わらない 無回答

回答数 753 474 483 101
構成比 41.6% 26.2% 26.7% 5.6%

0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%
40.0%
45.0%

0
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200
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400
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３０．サロンに参加して、サロンの参加は生きがいとなっていますか？ 
  約９２％が、サロンの参加が生きがいになっている、または、少しはなっていると答えている。 
  なっていないは、わずか約３％に留まっている。 
 

 
 
 
３１．サロンに参加して、さびしさや不安感は無くなりましたか？ 
  約６５％がサロンに参加してさびしさや不安感が無くなった、または、少しは無くなったと答え

ている。初めから無いも約２６％と比較的多い。 
 

 
 

なっている
少しはなっ
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なっていな

い
無回答

回答数 1184 480 58 89
構成比 65.4% 26.5% 3.2% 4.9%
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回答数 704 475 68 463 101
構成比 38.9% 26.2% 3.8% 25.6% 5.6%
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３２．サロンに参加して、外出の回数は増えましたか？ 
約６０％がサロンに参加して外出の回数が増えた、または、少しは増えたと答えている。 
変わらないも約３５％と比較的多い。 
 

 
 
 
３３．サロンに参加して、友人は増えましたか？ 
  約７５％がサロンに参加して友人が増えた、または、少しは増えたと答えている。 
  増えたが約４９％と最も多く、少し増えたは約２５％となっている。 
 

 
 
 

増えた
少しは増え

た
変わらない 無回答

回答数 645 452 631 83
構成比 35.6% 25.0% 34.8% 4.6%
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３４．サロンに参加して、近所の人との交流は増えましたか？ 
  約６８％がサロンに参加して近所の人との交流が増えた、または、少しは増えたと答えている。 
  増えたが約４３％と最も多く、変わらないが約２８％となっている。 
 

 

 
 
３５．サロンで知り合った人と、サロン以外で行き来することはありますか？ 
  約７６％がサロンで知り合った人とサロン以外で行き来することがよくある、または、時々ある

と答えている。時々あるが約５１％と最も多く、半数を占める。 
 

 
 
 

増えた
少しは増え

た
変わらない 無回答

回答数 775 461 503 72
構成比 42.8% 25.5% 27.8% 4.0%
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回答数 455 915 363 78
構成比 25.1% 50.5% 20.0% 4.3%
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３６．サロンが無くなったら困りますか？ 
  約８９％がサロンが無くなったら困る、または、少し困ると答えている。 
  困らないは約８％に留まっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困る 少し困る 困らない 無回答

回答数 1169 438 141 63
構成比 64.5% 24.2% 7.8% 3.5%
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３．アンケート調査からわかったこと 
 
【健康面】 
○サロンに参加すると、身体を動かす習慣ができる。 １８Ｐ－２４参照 
 約８１％がサロンに参加して身体を動かす習慣ができた、または、少しできたと答えている。 
 
○サロンに参加すると、健康に気を付けるようになる。 １８Ｐ－２５参照 
 約８９％がサロンに参加して健康に気をつけるようになった、または、少しは気をつけるようにな

ったと答えている。 
 
○サロンに参加すると、認知症の予防になる。 １９Ｐ－２６参照 
 約９０％がサロンは認知症予防になっている、または、少しはなっていると答えている。 
 
【交流面】 
○サロンに参加すると、友人が増える。 ２２Ｐ－３３参照 
 約７５％がサロンに参加して友人が増えた、または、少しは増えたと答えている。 
 
○サロンで知り合った人とサロン以外でも交流を持つことができる。 ２３Ｐ－３５参照 
 約７６％がサロンで知り合った人とサロン以外で行き来することがよくある、または、時々あると

答えている。 
 
【運営面】 
○運営費は様々な工夫や他の協力により、やり繰りされている。 ７Ｐ－９・７Ｐ－１０参照 
 ８２％が運営費に余裕がある、丁度良い、なんとかやり繰りができていると答えている。 
市社協助成金以外にも町内会や地区社協などから収入を得ているサロンも多数ある。 

 
○参加費（会費）について、運営者と参加者にギャップがある。 ９Ｐ－１４・１７Ｐ－２３参照 
 約４４％のサロンが参加者から負担金はもらえないと答えているが、一方で約８６％の参加者は運

営に必要な参加費は負担しても構わない、低額なら負担しても構わない、外出行事なら負担しても

構わないと答えており、運営者と参加者の考え方にギャップがあるようである。 
 
○サロンは参加者の生きがいの１つとなっている。 ２１Ｐ－３０参照 
約９２％がサロンの参加が生きがいになっている、または、少しはなっていると答えている。 

 
○サロンをやめたい運営者はいない。 ９Ｐ－１４参照 
サロンをやめたいと思っている運営者は１人もいなかった。 
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４．資料（依頼文・アンケート用紙） 
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